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近年、中国では高度経済成長とともに、エネルギー消費

が増加し、特に重工業化の加速により、一次エネルギー消

費は急速に拡大し、2009 年で石油換算 20.6 億トンに達し

た。モータリゼーションの進展にともなって、石油輸入が

増加し、2009 年は約 2 億トンとなり、輸入依存度は約 5 割

となった。また、現在中国は世界一の CO2排出大国でもある。 

本研究は日本エネルギー経済研究所が作成した「アジア

／世界エネルギーアウトルック 2011」の一部である。世界

のエネルギー需給と地球温暖化問題において、ますます重

要となる中国の状況を分析し、計量経済的手法により 2035

年までの中国のエネルギー需給と CO2排出量を予測した。 

本研究の予測前提において、今後中国の人口増加が鈍化

し、2035 年には高齢者人口（65 歳以上）が 20%を占め、都

市化率が 65%に上昇すると予想される。輸出、投資主導から

内需、消費主導への転換、労働力の減少、環境、資源制約

等により経済成長が減速するが、2009～2035 年の GDP 年平

均伸び率が 5.7%を維持する。第一次産業、重工業の比率は

徐々に低下し、サービス業が増加し、一人当たり GDP は 2035

年 9 千米ドル（2000 年価格）に達する見通しである。モー

タリゼーションは今後も進み、2035 年に中国の自動車保有

量は 3億台を超え、千人当たり保有量は 228 台に達する。 

現時点における経済・社会情勢を踏まえ、現状努力をベ

ースにエネルギー需給を予測するレファレンスケースの予

測結果では、中国の一次エネルギー消費は 2035 年に石油換

算（以下略）39 億トンに達し、年平均伸び率は 2.5%である。

2035 年においても石炭が、発電部門における消費増大を背

景に依然として主要なエネルギー源となっており、消費量

は 20.8 億トンに増加する。ただし、粗鋼生産など産業用の

石炭消費が鈍化する等の原因で、石炭消費の伸びは年率

1.2%にとどまり、石炭への依存度は現在より 20 ポイント低

下する。石油消費は、経済発展、生活水準向上に伴う自動

車保有台数の増加などにより着実に増加し、2035 年に 8 億

トンに超え、シェアは 21%に上昇すると予測される。2035

年石油輸入量は 6億トンを超え、輸入依存度は 76%に達する

見通しである。天然ガスの需要は民生用と発電用の増加で、

2035 年は 5.2 億トンに増加し、シェアが約 13%に達し、輸

入依存度は 5 割を超える見通しである。原子力、再生可能

エネルギーの導入が大幅に増加し、2035 年には一次エネル

ギー全体の 10%を超えると見られる。 

最終エネルギー消費は 2035 年に 24.4 億トンに達する。

2009 年と比較すると、産業部門は年率 1.1%増の 2.2 億トン

増；運輸部門は 3.7 億トン増で年率 4.7%増であり、伸び率

として最大；民生部門は 4.7 億トン増で年率 3.9%の増加と

なり、増加量として最大である。2035 年に、最終消費に占

める民生、運輸のシェアはそれぞれ 3割、2割を超える見通

しである。エネルギー源別では、ガス需要の伸びが最も高

いが、増加量でみた場合は石油と電力が多い。 

2035 年発電量は 2009 年の 2.3 倍の 8,500TWh に、設備容

量は 19.5 億 kW に達する。発電量ベースでは、石炭火力は

66%に低下し、ガス火力、原子力、新エネ発電のシェアが大

きく増加し、水力の伸びが鈍化する。2035 年までに原子力

1億万 kW、風力 2.3 億 kW が導入される見通しである。 

化石燃料起源の CO2排出量は 2035 年には 110 億トンに増

加する見通しである。 

省エネ技術の導入と普及、火力発電効率の向上、非化石

エネルギーの利用が一層進展すると見込まれる技術進展ケ

ースでは、中国の一次エネルギー消費量は 2035 年で 30.8

億トンとなり、レファレンスケースに比較して 8.2 億トン

(21%減)の省エネが実現する。中国の CO2 排出量は、CCS を

考慮しない場合 37 億トン(34%減) 削減が実現し、CCS を考

慮した場合では 43 億トン削減(39%減)となる。省エネの効

果が最も大きく、削減量全体の 55%を貢献する。ほかに、新

エネの導入が 11%、原子力が 12%、石炭の天然ガスへの転換

などが 9%、CCS の導入が 14%の削減となる。 

石油をはじめエネルギーの輸入依存度が大きく上昇して

いく中、中国は日本等のアジア各国とエネルギー消費国と

しての利害を共有しており、安定供給を地域全体の問題と

して取り組むことが重要である。省エネ、原子力の安全利

用、新エネの推進等において、日本等からの技術移転、共

同開発、資金、制度構築における支援と協力も重要である。 
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